
綜 説

病 理解剖學 ヨ リ見 タル結核 問題 其 一

(第14囘 日本結核病學會總 會、宿題報告)
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結 核 ノ自家 接 種(sog.Autoinokulation)ニ 關 ス ル疑 義

最 近約10年 間 ノ、人間結核 二關 スル病理形態學

的 研究 ハGhon,Rankeu.a.ノ 業績、及 ピ主

トシテ之 テ宗信 シ且 ツ敷衙 シテ登表 セ ラレタル

本邦及 ピ外國 ノ論文 二蓋 キタル カノ如 キ 感 ア

リ。 然 レ ドモ余 ノ私 見ニテハ猴、幾多 ノ問題 ガ

残 サ レ居 リ、又結核 ガ盟質 ト緊密 ナル關係 アル

故、 當然、人種 ニ ヨル差 モ考慮 シ、生活様式 ノ

異 ナルニ從 ヒ、病勢 、特 二経過 二及 ボス影響 テ

モ考 フ可 キナ リ。

余ハ剖検 生活、將 二26年 、此 ノ 間、仙壷 ニテ

1600盟 以 上 ノ結核屍 テ 親 シ ク肉眼的 二叉組織

學 的 二、毎例 、検索 セル経験 テ基礎 トシ、他面、

最近、熊谷教授 門下、 萱場博 士 ノ各種 ノ實験標

本 ラ拝 見 スル機 テ得、更 一余 ノ教室 ニテ、1928

(昭和3年)以 來、 内山、藤原、笹 田、鬼川、杉

山、陣 内、橋本、坂本、佐久 間、荻原等 ノ統計

的、動物實験 的研究、●又人 屍 ノ検索 ニ ヨル成績

等 テ顧 慮 ジ、

第1、 自家接種 二關 スル疑義

第2、Primarkomplexlehre及 ピ肋膜炎登 生

二關 スル疑義

ノ2製i二 就 テ私 見 テ述 べ、宿題報告 二充 ツ。但

シ本報告 ニ テハ文献 テ省略 シ、 且 ツ統計数値 ハ

Biometrieニ ヨ リテ塵置 セザ ル儘 ニテ碁 グ。

A8choffノ 教 科書(菖 版 ニテモ、1936年 版 ニテ

モ)ノ 中 二AschoffモAskanazyモ 喀 疲 ニ ヨ

ル自家接種結核 ノ好適例 トシテ、喉 頭及 ピ腸結

核e特 記 ス。 又A.Amsteinモ 腸 結核 ハ血行

一 ヨリテ生 ズルカ、或 ハ脛 ロー ヨルカ断定 シ難

キモb後 者 ニ ヨルガ,,wahrscheinlicher,'ナ

リ トセ リ(Wienermed.W.,Nr.3,S.63,1936)。

個 々 ノ文獣 ヨリ斯 ク ノ如 キテ拾 ハ"枚 基 二逞 ナ

シ。 即 チ.周 知 ノ如 ク、往昔 ハ結核菌 ガ上氣 道

及 ビ消化管 ノ上皮 テ通過 シ得 ルヤ否 ヤガ彊 ク論

議 サ レシモ、今 日ニテハ、病 理學者 モ臨躰家 モ、

腸及 ピ喉 頭結核 ト言 ババ、直 チニ自家接種 ニ ヨ

ル生成 ラ考 フルガ常識 的 トナ レリ。

本論 二入 ルニ先 グチ余 ハ 自家接種成立 二關 スル

多歎 ノ疑 問中 ヨリ試 ミニーニ テ暴 ゲ ン。例 ヘパ

人間 一・テ皮膚 二結核 ノ接種 感染 ガ成 立 スルハ微

傷、少 ク トモ峰 ノ如 キモ ノ・存在 ガ條件 トナル

事、Lupusanatomicus一 テ周知 ノ如 シ。 叉

食道 ニテハ藥品 ニ ヨル腐 蝕魔燗 ノ如 キモ ノガア

リテ後、結核 ノ自家接 種 ガ見 ラル。 同 ジク層畳

上皮 ヨリナル喉 頭、 口腔等 ノ粘膜 ノ無暇疵 ナル

モ ノヨリシテ如何 ニ シテ 結核菌 ガ 進 入 ス可 キ

ヤ。或 ハ肺結核 ニテハ上氣 道 ノ加答見、廉欄等

ガ臨抹的 ニモ考ヘ ラル可 ク、叉剖検壷 上 ニテハ

垣獣 氣 管粘膜 ノ充 血 二接 ス。 然 レドモ軍純性加

答見 、或 ハ軍 ナル充血 ノミナ ラバ、組織液 ハ深
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部 ヨ リ粘膜表而 二向 ツテ、正常 ヨリモ ヨ リ張 ク

流出 シテ菌 ノ進 入ハ却 ツテ困難 トナルベ シ。或

ハ魔燗 ラ生ズ トシテモ如何 肖 シテ生成 スル ヤ。

喉頭鏡 下 二所謂、魔燗 テ認 メタリ トテモ必 ズ シ

モ上皮 ノ快損 ラ俘 ハザル可 キハ、子宮腔部 ノ所

謂魔燗 ナルモ ノガ決 シテ上皮映損 ラ作 ハザルニ

考 ヘテ除 リアリ。叉喉 頭結核 ハ糖結核屍 ノ21.6

6%二 及 プ(内 山泰)。斯 クノ如 キ多撒 二其 ノ初 メ

a皆 喉 頭1:皮 二鋏 撮 アリシモ ノト認 ム可 キカ。

或 ハ又粘膜 ノ充血1乃至魔燗 ト考ヘ ラル ・モノガ

實 ハ既 二血行 ニ ヨリテ作 ラレシ、極初期結核 ノ

症 状 ニ アラザルテ何 テ以 テ立詮 ナ シ得 ベ キヤ。

更 二極端 二言ハ ・"、モ シ層畳 ヒ皮 ヨリ成 ル粘膜

面 二自家接種 ガ成立 スルモ ノナ ラバ、男女 ノ生

殖門 ヨリノ感染 モア リ得 ベ キ乙、今 日此 ノ可能

ハ全然 否定 サル、但 シ斯 カル部 へ外部 ヨ リ菌 ノ

到達 スル事、絶無 ニハア ラザ ル可 シ。

剖検 ニ テモ時 二遭遇 スルガ如 ク、特 二臨躰的 ニ

ハ他臓器 ノ結核症 状ハ極 メテ僅微 ニ シテ、 シカ

モ直腸結核、就中肛 門癖 ハ決 シテ稀有 ナ ラザル

モ ノ ト余 ハ信 ズ。斯 ク ノ如 キ例 ニテモ猴、喀疾

嚥 下 ニ ヨル自家接種(腸 ノ他部 ラ侵 ス事 ナ ク菌

ハ直腸迄下 リシモ ノ)ト 見倣 ス可 キ カ、或 ハ直

腸 丈 ケハ同 ジ系統 ニテア リ乍 ラ血行性 二結核 ラ

生 ズ ト考 フ可 キカ。

肺 結核 ト同時 二腸結核 ノ存在 テ見 ルハ下述 ノ如

ク剖検 二際 シテハ極 メテ頻繁 ナ リ。而 カモ多 ク

ノ例 ニテ腸潰瘍 ノ深 サ、特 二櫨 ガ リガ甚大 ナル

モ ノア リ。若 シ此 レガ嚥下 サル ・含菌喀疾 ニ ヨ

ルモ ノトス レづ、可 ナ リー早 キ時期 、即 チ生前、

猫肺病髪 ノ シカク進行 セザ リシ時 ヨリ大量 ノ喀

疾 テ嚥下 セルモ ノ ト考 ヘザル可 ラズ。果 シテ然

ル可 キカ。今 日、知識階級 二屡 スル結核患者 ノ

多 クハ結核 二關 スル書籍 テ穿 細馨微 シ、 凡テテ

知 悉 スルモ ノ ・如 シ、或 ハ親切 ナル鰯家 ハ患者

二喀庚嚥下 テ嚴禁 ス。斯 カル知識階級 ノモ ノニ

テモ剖検 上、腸 結核例 ハ決 シテ減少 せズ。

斯 ク ノ如 キ疑 問ハ少 シク熟思 ス レバ自家接 種 二

關 シ多 々生 ジ得 ベ シ(下述参照)。皮膚 二於 ケル自

家接種 ・・上肥 ノ如 キTuberculumanatomicum

及 ピTuberculosiscutisverrucosa卜 同 ジ方

法 ニテ生成 シ得 ベキハ余 モ亦之 ラ認 ム レ ドモ、

臨休 ノ實際 ニハ斯 カル自家接 種 ハ極 ノテ稀有 ナ

ル《ごシ、以 下、余 ハ扁桃腺、喉頭(上 氣道).舌

根 、腸 ノ結核 生成 二就 キ私 見 テ述 ブ。

1.扁 桃腺 テ自家蓮動 ナ キ各種細菌 ノ侵 入門 戸

トナ ス古來 ノ學 説 二余 ハ深 キ疑惑 テ懐 キ.特 二

精核 菌 ノ侵 入門戸 トナ スハ余等 ノ考 必テハ殆 ン

ド根嫁 ナ シ。 叉時 二原褒性 扁桃腺結 核 ノ報告 肖

接 スルモ、1'i・人 ハ斯 クノ如 キハ槍 索不充分 ノ結

果 ト信 ズ。

第1表(杉 山)

扁桃腺内結核壁現頻度

氏 名

　

例 歎 撃 駿 百分比
一}`-

Strassmann241354%

D繭 鵬k「1、5:151。 。%
1

KrUckmann 12512
、48ラ6

Schlesinger 131292%

Ruge 186;33%

Cramer 5・1覗i肥%

Toth 3918 48%

堤247 25%

憩 尾99 100%

和 田10079 79%

杉 山1-10096ig6%
1

第1圖 結核屍 二於ケJV扁 桃腺結核 ノ

年齢別號現頻度 、杉山)

%

〃

〃

〃

刀

〃

、

蕩 霧 縫 翻
吾ガ教室ニテ杉山一郎博士ハ、肉眼的二潰瘍其

ノ他 ノ病攣 ナキ扁桃腺 ラ、結核屍100例 ニテ鏡

下二精査 シ、 其 ノ96%二 結核性病憂 テ、66例

ニテハ結核菌テ確實二検出セリ。之ラ各研究家



第5號 】 木村=病 理解剖學 ヨリ見タル結核問題 伽

第2表(杉 山)

扁桃腺内結核蟹現例及ビ共 ノ病

勢、並 ビニ結核菌検出ノ多寡

転卵
分類 ＼理が

扁桃腺内ノ
結核性病愛

扁桃腺内ノ
結核菌出現
度

一 十 十}柵 ・一 十 十}柵

蔑核性空洞形剛2 1617
一;一

74「

一 一

2}21

翌

三
6

竺

i
2

竺

』
1

915
_;_

617
-1一
ト

34

叢辮 蚕互1一一

襲爵 細m
備 考:十 、督 、柵 八病 愛 ノ弱、 中 等度 及 ビ強 キ ヲ示
=」、 又 結 核 菌 ノ少 数 、 中 等度 及 ビ多数 骸 現 ヲ

意 味 シ、 一 ノ・結 核 ノナ カ リ シモ ノ、 菌 ヲ検 出
セ ザ リ シモ ノ ヲ示 ス。

96例 中、 本 表 二 加 ヘ ラvザ1レ10例 ・・第3表

ノ 中 二、 及 ビ本 文 内 二(2例)記 載 ナ シ ア リ。

第3表(杉 山)

(主hシ テ臨休家》ノ成績 ト比較 シテ第1表 テ、

叉病垂 ノ程度別1及 ビ菌検 出 ノ多寡 二從 ヒテ分

類 シ第2表 テ得。又第2表 二人 ラザル特殊 ナル

13例 ハ第3表 二掲 グ。

又杉ll」ノ成績 ニチハ5歳 以上35歳 迄 ノ結核屍

一八毎例、扁桃腺結核 ラ検 出 シ、5歳 迄 ノモ ノ

一八比較的稀 ナ リ(第1圖 写 照)。

杉山 ノ材料 中(第2表)少 ク トモt肺 二散在性結

核、或 ハ粟粒 結核 丈ケテ認 メタルが如 キ22例

ニチハ空洞 ナキ故、合菌喀疾 ノ排出 八浜 シテ多

量 ナ ラズ,又 假 リニ喀疾 が上気道 二達 シテモ直

チニ之 チ喀出 シ、 口腔等 二停滞 セ シメザル程度

ノ肺結核患者 が他 ノ疾病 一 テ 死 亡 セルモ ノナ

リ。更 二肺 二於 テハ軍 一Primarkomplex,或

ハ良 ク包園 サ レ既 二石灰化 セルprimareund

結核性肺病愛ノ・極メテ僅微ナルカ叉八極初期1ミ ノモノ・扁桃腺所見

究
號

10

13

16

23

57

66

72

75

87

96

97

98

99

剖検
番號

Nr.79

1934

Nr.166

1934

NL104
1933

Nr.185

1933

Nr.151
1933

Nr.57

1934

N臨105

1934

Nr.124

1934

繭

1934

N鵡82

1934

NL141
1934

N馬142

1934、

Nr.159
1934

例 年 齢

10歳9ケ 月

5歳1ケ 月

22歳10ケ 月

19歳7ケ 月

30歳10ケ 月

29歳3ケ 月

31歳6ケ 月

33歳

42歳2ケ 月

57歳

84歳5ケ 月

71i義11ケ 月

56i畿3ケ 月

肺 病 竈

左肺下葉中部二於ケル初期理
化群蚊二歩籔粟粒結節 ノ散在

右肺二於ケル初期変化群

右肺上葉 ノ原壁竈蚊二両側肺
二於ケ)V個 ノ新鮮ナ,レ小空

洞形成

右肺上葉 ノ原號竈並 二雨側肺
ノ粟粒結核

症肺 二於ケル初期鐘化群

右肺上葉二於ケル初期塑化群

左肺二於ケル原:二性乾酪竈蛇
二粟粒性散在性結核性肺炎

結

核

扁
桃
腺

核結器臓他

1.結 核性小腸潰瘍、2.肝 、

脾 ノ粟粒結核等

1.結 核性腸潰瘍、2.汎 蛮性結

核性淋巴腺炎、3.肝 、脾 ノ結
核性繊維性周園炎等

1。混載性淋巴腺結核、2.結 核

性腸潰癌、3.脾 、腎、膵 ノ粟粒結核等

1.右側第七肋骨 ノ乾酪性結核

性骨膜炎、2.雨 側ノ結核性癒着性肋膜炎等

1.結 核性膳軟膜炎、2.右 側結

核性乾酪性搬護腺炎
1.肝 、腎 ノ散在性粟粒結核、
2.結 核性脳膜炎、3.結 核性腸

蚊二轟標突起潰瘍等

講 護鰯鰍辞譲灘黒驚灘
右肺二於ケ)V初 期愛化群

雨側肺二於ケル初期変化群
1.肺 門 、氣 管 分 岐 、氣 管 周 園 ノ

1淋巴腺ノ乾酪性結核

嘉例肺尖部二於ケ痢 鵜 飼

左側肺尖部二於ケル小乾酪竈i肺 門淋巴腺結核

腱 農夢野灘璽護騰
右肺下葉二於ケル小石灰化竈

離 騒簾 鱗 臨核

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
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sekund邑reLungeninfekte二 過 ギザルモ ノ、

或 ハ輩 昌鏡 下 昌畿 兇 シ得 ル粟粒結節 ラ肺 昌鋭 シ

タルガ如 キ、何 レニ シテモ常諏的 二、含菌喀 庚

ラ生前、 出 シタ リ トハ号ヘ ラレズ又剖検 徽上 ニ

モ上氣 道 二決 シテ多貴 ノ排 出物 テ見 ザ リシモ ノ

13例 ラ、杉山 ハ得 テ、 實 昌其 ノ11例 ノ扁桃腺

=組 織尋些的 二結核e蕨 見 セ リ(第3表)。

第3表 ノ13例 以外 二、肺 ノ結核竈 ハ 既 二消失

セル 轟、扁桃腺 二之 ラ燈明 セルモ ノ2例 アリ。

一 ツハ(岩 松憲 治、19歳7ケ 月,Nr・149、1934)

非 結 核性 右側膿胸 ノ手衛後、心臓褒弱死、右側

肺門淋 巴腺 ノ乾酪 化 ノ他 ニ ハ 結核性腹膜炎 ア

リ。鏡下 一ハ脾 、肝、腎等 二少 撒 ノ粟粒結核 ノ

第4表

散在ラ瞳明セル ノ竃ゐシテ、扁桃腺 ニハ深部二

亘態細胞 ノ少キ滲出型緒節及 ピ壌死 少始 ノタル

結核結節 ラ認 メ且ツ結核薗 ラ槍出 セリ。

他 ・・(酒牛武治b26歯1ケ 月Nr.170,1934》

左側肺門 ノー淋巴腺 二石灰化ラ胎 シタルノ竃昌

シテ、結核性脳膜炎、結核性脊椎炎(期 胸椎及

ピ1腰 椎),右 側流注膿瘍、結核性腹膜炎b腹 膜

後方淋巴腺結核、癒著性肋膜炎等 アリ、但 シ鏡

下ニハ肺、腎、肝,脾 二粟粒結核 ラ鐙 シ、扁桃

腺ニハ既二乾酪化 セル結節 卜今將二之ヲ始 ノタ

ルモ ノトガ入 リ吼 レテ散在 シ,菌モ可ナリ多教、

検出サル。又鏡下二始 ノテ、扁桃腺腺窩面 ノ潰

瘍 ラ駿見ス。

橋本照治實験及 ソノ成績一一覧

橋動 家

珊 轟
第_實 劇 間 隔

9

第二實験
全實験
期 間 喉 頭 所 見 概 要 及 ビ 備 考

π 13

-

3
-

2
-

6
-

3
-

4

乳 剛静 注 11-141

日

26-38
一

肺 空 ハ11日 、12日 ノ2例 ノ ミ。 上 氣 道 結 節 ハ全 例 ヲ

通 ジテ19個 。65日141日 ノモ ノ病 勢 強 キ モ11日 ニ
テ モ上 氣 道結 節 ヲ見 ル

皿 菌水 静 注

一}
38日 例 ノ・肺 二粟 粒 結 節 ノ ミニ シテ、 喉 頭 各 部 二結 笛

ヲ見 ル。

V Liquor静 注 妬一6・12例 共肺二鰻 少 キモ・囎 二各 々纈 ヲ臥
一
vm 乳剤 塗 布

垂

_一 一

3-150 肺空 アル1例 ノ會厭二結節(10日 目)又肺 二多数 ノ乾
酪竈 アル例 ノ愈厭二結節、他ハ陰性

IX 「ツ」液 塗 布

}

11-21 手術 部 二愛 化 ア ル ノ ミ。

1 「ツ」液 塗 布 12-16

日
乳剤解注 19-74

肺空アリテ結節ナキモノ1例 、他3例 ハ飾空ナ〃、
結節性乾酪竃ノミニテ皆喉頭 二結笛アリ。

IV
1

26i
_1

』」孚剛 塗布
11-20

一 一}

菌水静注 ・5-581空 肺1例 モ〃 、2例 二顧 結節アリ.

VI
「ツ」液塗 布 9-15 菌水静注の 46-631雛 轍 器旦籠 早霜 撫 雑 解 範 乙㌃

13例 ノ喉 頭 二結 節 ヲ謹 ス。

皿 18 菌水 塗 布 9-100 菌水静注
肺 空 ハ1例 モ ナ キ モ、 大 乾 酪 化1例 ア リ。 他17例

26-13叱 器 鞭 礁 節性乾酪化ニテ・其ノ8例 ノ喉頭

X 4
-

14

菌 水塗 布 20-30 「ツ」液 塗 布 37-551肺 空 ナ シ。 各 例 ノ喉 頭 二結 節 ア リ。
5

XI 乳剤 静 注 15-73 菌水塗布 姐52t肺 空ナク・何 レモ乾酪臓 ・・例 ノ囎 二櫛 ア9・

XII 18
-

17
-

2
-

3

菌水 静 注 7--69 菌水塗布 ・4-87i撃 盈 リ整酪性肺炎叉櫛 二粟購1卿 頗 員

一

㎜ Liquor静 注 51-80 菌水塗布 63-1221羅 重籍記 乾酪肺炎叉ハ小轍 緬 ノミ・11例 ノ

XIV Liquor静 注 92-95 「ツ」液 塗布

一

　

115-118肺 粟 粒 結 節 ノ ミ、1例 ノ喉 頭 二結 節

lX▽

1ツ 」液 皮 下

注'
10-18 「ツ」液 塗 布 46-951手 術 部 二鰻 ア7レノ ミ、

備考:乳 剤ハ人屍乾酪竈 ヨリ製セル乳割。「ツ」液ノ・「ツペルクリン」。菌水'・人型培養結核菌浮游液。塗布ハ

皆氣管切開、喉頭二近ク其 ノ下都二塗布、静注ノ・耳静脹内注入、結節 トア,レハ皆眞正結核性結節ニ

シテ他 ノ細胞浸潤竈等 ヲ省ク、Liquor・ ・結核屍 ノ腰底蜘蛛膜下腔液、肺空ハ肺内二空洞 ヲ生V)レ 意
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此 等 ノ例 ニテハ 明 白二 扁桃腺結核 ガ血行性 二

登來 シ且 ツニ次 的 二潰瘍 トナ リシラ澄 シテ1除リ

ア リ。更 二 杉山 ハ100例 中27例=テ 扁桃腺 内

深部 ノ粘液腺 内 二結核 結節 ラ螢見 セ リ。結核菌

ガ上皮 ラ通 ジテ更 二深部 ノ粘液腺 間質 二迄 モ到

達 シ得 ン事 ハ常 識的 ニモ考ヘ ラレザル故、斯 ク

・如 キハ血行性 生成 一テ ノミ設 明 サ レ得。杉 山

ガ本腺 ノ組織學 的構 造、特 二本腺 内 二於 ケル組

織液 ノ交 流 二關 ス ル 最近 ノ學設 テ 引 キテ立謹

シ、扁桃 腺結 核 ハ凡 テ血行性 二成立 ス ト結論 セ

ルガ如 久 軍 二含菌喀疾 ハ上皮 ノ健全 ナル腺窩

二推 シ込 メラ レタル ノ ミーテへ 決 シテ結核 ト

ナ ラズ。故 二余 モ亦、扁桃 腺結核 ノ大多激 ハ血

行 性 二惹起 サル ・モ ノ ト噺 定 ス。

II.喉 頭 、其 ノ1・ 動物費験 吾 ガ 教室 ニテ 橋

本照治 ハ家 兎136頭 ニ テ、本問題 二關 スル實験

ラナセ リ。感染材料 トシテハ、乾酪竈乳剤、結

核屍 ノ脳 蜘蛛膜 下腔液、人型結核菌 ノ培養浮游

液 テ使用 シ、更 二Tuberkulinテ モ用 ヰ、此等

ノ耳静脈 内注射 ト氣 管切 開後 ノ喉頭 下部塗布 ト

ノ2操 作 テ軍純 二或 ハ種 々 二結合 シテ、全禮 ニ

テ15列1實 験 テ行 ヘ リ(第4及 ピ5表)。

註。乾酪竈乳割 ト名ヅケシノ・人屍ノ、圭 トシテ肺(稀

二淋巴腺)ノ 乾酪竈二食盤水 ヲ加ヘテヨク擦 リ潰シ、

Zeissノ 硝子製濾過装置ニテ得タ,レ濾液ニシテ、吾力●

教室ニテ陳内軍屠、 坂本等 ノ成績ニテハ、 斯 カル材

料ハ培養菌 ヨリモ遙 カニ病璽 ヲ惹起 シ易キヲ識 レリ。

叉笹田博士ノ研究ニテノ・人結核屍ニテ肉眼的ニモ組

織學的ニモ、 何等結核性病箋ナキ贋ノ鵬室液、 或ハ

蜘蛛膜下腔液 二、 家兎二結核 ヲ惹起セシメ得ル程 ノ

結核菌ノ存在 ヲ詮明セリ。 然 シテ此等ノ研究 ニテ、

人盟 ノ有機性物質 ヲ共二注入スル事が菌 ノ毒力、若

シクハPathogenitatヲ 培強ス,レカノ如キ感 ヲ毎常、

得タリ。他方、人盟 ノ結核病竈 二Tuberkulin二 類似

スル物質ノ存在ガ考ヘラレ、 叉藤原一郎博士 ノ研究

成i績ニテノ・Tuberkulinニ ヨリ家兎 ノ臓器ニー定ノ病

髪 ヲ惹起セシメ得ル事、 明白ナリ。 此ノニツノ考ヨ

リ或ハTuberkulinガ 、結核菌ノ病竈生成能力ヲ補強

スルナラyカ 、 少クbモ 組織 ヲ敏感ナラシム,レモノ

ナラソb1フ 想定 ノ下二Tuberkulinヲ 使用 セリ。

第5表(橋 本照治實験、家兎136鼠)

病璽 ノ種顛及ピソノ各部位 二於ケル駁現同鍛

翻
曾

面酊嵐豪
＼
靴

講 器鋤 ⊥ 一「-
!9i型周匹細胞浸潤

40
-1-一 一

1825

1714

勿論、橋本 ノ實験 方法 ニハ種 々 ノ非難 モ アリ得

ペク,叉 試獣 ノ少 キ實験列 モアル故、更 二又周

知 ノ如 ク、斯 カル實験 ニテハ各實験 ノ間隔及 ビ

全實験期間 ガ至大 ノ關係 テ有 スル故、此 ノ成績

テ直チニ軍純 ナルー結論 二律 スル事 ハ不可能 ナ

レドモ、少 ク トモ喀疾 ニ ヨラズ シテ、

血行 ニ ヨリ生成 スル會厭 、

聲門部、氣管 ノ結核結節 ハ

此 ノ實験 二於 テハ決 シテ少激 ニア ラザル事 テ余

ハ確信 ス。例 ヘバ第4表 中、含菌材料 ノ耳静脈

内注 入 ノ ミーテ、 且 ツ肺 ニハ喀疾 テ多量 二出 ス

程 ノ病壁 ナ クシテ、喉頭、氣管等 二眞 ノ結核結

節 テ形成 セルモ ノ少 カ ラズ(第4表 ノll、N、▼實

験列等),或 ハ喉頭下 貞 非含菌材料 テ 塗布後 、

含菌材 ノ静脈 内注入 一 ヨリ、 同様ノ 成績 テ得 タ

ルモ ノアリ(第4表 ノ1、VI、X、XIV實 験 列等、

猫、次出第6表 参照)。

・第6表(橋 本照治實験、家兎36頭)

2同 實験例中。喉頭下粘膜=菌 ヲ含マザル

物質 ヲ塗布セルモノ・病慶及 ビソノ登現回数

転 部 位
會 厭 1

輪 ＼ 後(内)面(灘)i

前(外)面翻 部L管

}
眞 正 結 蟹5 5:314

瀟蔓性細胞浸潤11
1

ll5

限局性織 浸型2 11311
■

血管周園細胞浸潤7}11

此等 ノ實験列 中、肺結核竈 ヨリ出 デ シ含菌喀疲

ガ上氣道 二粘著 シ得 ル事 ハ、勿論 、考ヘ ラル ・

所 ナ レ ドモ、含菌剤 テ静脈 内二注入 シタル ノミ

ニテ数週 以内、特 二2週 或 ハ10日 ニ シテ結節 ラ

生 ズル ガ如 キハ如何 ニ シテモ血行性成立 トナサ
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ザル可 カラズ。 多 クノ研 究者 ハ菌注人後 、 か

ル少撒 ノ日子 ニテハ肺病墜 ガ未 グ如何 昌僅微 ナ

ル カテ知悉 ス。 叉後述、坂本 ノ實瞼 ニ テモ含 菌

剤 ノ耳艀脈 内注 入 ノミニ テ喉頭粘膜 下 二含菌 結

節 ヲ孟窃明 セルモ ノア リ。

橋 本 ノ全實験成績 ノ概要 ハ之 テ線括 シテ第5表

ラ得。 之 ヲ検 人ルニ、全膿 ヲ通 ジテ興正結節 ハ

氣 管 二最 で多 ケ、次 デ會厭後面及 ピ會厭 前面(舌

會厭寳=Valleculaglossoepiglotticaラ 含 ム)

ニ シテ聾門部 二最 モ少 シ。氣管 二最 モ多キ ハ第

7表 二示 スガ如 久 含菌 材料 テ喉頭 直下 二、成

ル可 ク彊 ク塗擦 セ ル爲 ノ粘膜 損傷部 二菌 ノ推 シ

込 ノ うレシモ ノ多キニ因 ル。但 シ斯 クノ如 キ操

作 テ行 ヒテモ猴、血行性 ノモ ノ有 リ得 ベキハ、

第5、6及 ビ7表 ノ比較 ヨリ明 白ナ リ。

第7表(橋 本照治實験、家兎70頭)

2回 實験例 中、喉頭下二含菌物質 ヲ塗

布匂 レモノ・病愛及 ビ其 ノ豪現回数

＼ 部

牝 ノ 、 位
種類＼＼

眞 正 結 節ZO

溺蔓性細胞浸潤4

厭

管

會

氣部門聲鰯哩慢面㈲微
24717

一1

1

限局性細胞寝潤122 4

血萱 固]園細胞ミ受潤132 2

14

12

.22

7

10

猶、第5表 ニテ、會厭前面 ノ粘膜下 二眞正結節

ガ可 ナ リ多 ク、 ソノ後面 ノ9割1分 強 二及 プ。

若 シ喀疾 ニ ヨル自家接種 ナラバ會厭前面 ニテハ

後面 ヨ リ遙 二稀 ナル可 ク、又喀擁 ノ最 モ屡 ≧且

ツ長 ク停滞 ナ シ易 スキMorgagnischeTasche

二最 モ頻駿 セザル可 カラザ ルニ、事實 ハ會厭 二

遙 二多キ事 モ亦血行性 テ裏書 スルモ ノト考 へ

得。此 ノ鮎、人屍喉頭結核 ノ初期 ガ必 ズ會厭後

面 二見 ラル ・ト相癒 シテ興味 アリ.

更 二全實験 テ通 ジテ、氣管、聲門部、會厭後面

二結核結節 ナ クシテ會厭前面 ニノ ミ之 テ瑳 見 セ

ルモ ノ19例 ア リ。斯 ク ノ如 キハ 喀疾接種 テ 以

テ シテハ其 ノ生成 テ充分 二設 明 ナ シ難 シ。又全

上氣道 二於 テ肉眼的潰瘍 テ形 成 セルモ ノハ極 メ

テ僅少 ニ シテ、鏡 下 二始 メテ潰瘍 トシテ認 ムル

モ ノ ・7」')遙昌多 シo

第5、6及 ピ7表 ヲ比較 シテ、 モ シ自家接種 ガ成

立 スルモ ノナ ラバ、實験 ノ性質 ヨリ第7表aテ

ハ病姥 ガ非常 一多敷 ナ ラザ ル可 カ ラヅルニ豫期

昌反 シテ少 シ。 又含菌物質 ラ静脈 内 二注射 セル

ノ ミノ實験 列(flb皿,Vb全 艦 ニ テ18頭)ニ テハ

其 ノ17頭=計251e!b眞 正 結節 テ護 明 セル`封

シ、喉 頭下a含 菌材料 テ塗布 セル ノZ/6頭 中

3頭 ニテハb全 上氣道a(手 術 部 ヲ除 キ)凡 テ ノ

病壁 列映如 シb1頭 ニハ眞正結節 ナ久 細 胞浸

潤 バ ラ見、僅 二2頭 ノ會厭後面 二眞正結 節 テ

各1個 磯 見 セル ニ過 ギズ。此 ノ2頭 二於 テモ塗

布 材料 中 ノ菌 ノ附著進 入 ニ ヨリテ登 姥 セルヤハ

不 明 一 シテ、 既 二肺病竈 ガ可 ナ リ進行 ナ シ居 リ

シ故、其 ノ方 ヨリ血行 ニ ヨリシ トモ設明 サ レ、特

二其 ノ1頭 ハ實験 後150日;及 ピシ故、最初塗

布 セル菌 ニ ヨルモ ノヨ アラザル事、明 白ナ リ。

以上、橋本 ノ實験成績 テ各方面 ヨ リ考按 シテ、

少 ク トモ家 兎 ニテハ、上氣道粘膜 二菌 ガ附著 シ

テ直 チニ結核性病璽 ラ惹起 スル事 ノ決 シテ容易

ナ ラザ ル、或 ハ殆 ン ド不可能 ナルテ識 ル可 シ。

橋本 ノ實験 成績 全艘 テ絡括 セルモ ノ ・一 ツー第

8表 ア リ。 之 ラ検 シテモ、血行性 ニ ヨル上氣 道

結核 ノ多 キ事 テ、 少 ク トモ家 兎實験 ニ テハ断定

ナ シ得(第8表 ハ末尾 二掲 グ。猫、詳細 ハ橋 本

照治 ノ原著 トシテ登表 ス)。

其12、 人 屍 二於 ケル研究 余等 ガ剖検 二際 シ、

精細 二観察 ス レバ、上述 ノ如 ク、喉 頭部結核 ノ

初期 トシテ肉眼的 二認 メ得 ルモ ノ ・大 多歎 例 ニ

テハ會厭後面 ノ淺 キ潰瘍 ニ シテ、既 二聲 帯 ノ侵

サ ル ・ガ如 キ際 ニハ氣管粘膜 及 ビ會厭 ニハ廣汎

ナル、或 ハ多数 ノ深 キ潰瘍 ア リ。特 二會厭 ハ大

牛、或 ハ殆 ン ド全部 ガ蝕耗 、清失 セル テ普通 ト

ス。此 ノ初期 病壁部 二就 テ ハ臨休家、就 中、咽

喉科專門家 ノ御所見 ヲ拝 承 シタキ所 ナ リ。 若 シ

喀疾 ニ ヨルモ ノナ ラバ會厭後 面 ヨリモ、 ソノ最

モ停滞、残留 ナ シ易 スキMorgagnischeTasche

二始 マ ラザ ル可 カラズ。特 二會厭後面 二附著 セ

ル喀庚 ハ立位 ニテハ勿論、仰臥位 ニテモ、該 賓
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盈

二自然 二降下
、 流 入 ス可 キナ リ。

吾 ガ教 室 ニ テ 橋本照治 ハ1934年 ノ1年 間 二剖

検 セル結核 屍82例 ラ肉眼的 二精査 シテ ソノ中、

病憂 ナキ45例 テ鏡検 シ、39例 二結核 テ認 メタ

リ。 即 チ肺 二空洞 アリテ上氣 道結核 テ訣 如 セル

モ ノ30例 中4例(13・3%)
、肺 病愛 ガ主 トシテ

栗粒結 核 ニテ空洞 ナキ11例 中、上氣 道結核 ラ鋏

如 セ ルハ2例(18%強)、 肺結核 ガsog.azinds-

nOd6seFormノ モ ノ、即 チ慢 性 二進行 セルモ

ノニテハ全例 二上氣 道結核 テ畿見 セ リ
。

39例 ノ鏡下所見 ヨリ、 橋 本ハ第9表 テ得 タ リ.

此 レニ ヨリテモ、喉 頭 ノ各部 中、會厭 二最 モ頻

登 スルテ見 ル。 猴、橋本 ハ肺 二粟粒結核 ノ ミナ

ル ニ上氣道 ニハ既 二顯微鏡的潰瘍 ラ4例 二謹明

セ リ。斯 ク ノ如 キハ後 日、肺病勢 ノ進行 ト共 二

進行 セバ雨者 二瘍症 ラ來 シ、恰カ モ自家接 種 ノ

如 ク見 ユ可 シ。Aschoffu.a.ハ 他臓 器 ノ結核

疹 ハ概 ネ掲立 シテ肺疹 ト件 ハザル ニ喉 頭疹 ハ

屋 ≧肺疹 二件 フテ主 ナル根振 トシテ自家接種 テ

主張 ス レ ドモ、 同一呼吸器系 ノ臓 器 ナル故、橋

本 ノ見 タル如 ク、既 二早期 二血行性 二喉 頭結核

ガ生成 シ、此 レガ肺 ト相前後 シテ疹症 トナ リ得

ル事 テモ考 ヘザル可 カ ラズ。

一學 生
、荻原 二郎ハ吾 ガ教 室創始(1915年8月)

以 來、1934年 末迄 ノ剖検 録 ラ調査 シ、 第10表

ラ得 タ リ。2Pチ 剖検線 歎3504二 封 シ結 核屍1451

ラ得 、更 二後 者 テ精査 シテ、特 二先 ヅ肺室洞 ノ

有 無 ト頸部臓器結核 トノ關係 ラ索 メテ第11表

第11表(荻 原調)

第9表(橋 本照治、人屍研究成績)

肉眼的二結核病璽ナキ45例 ノ喉頭各部

位二組織學的二獲見セル結核結節数

廠 索 全 例 数
延 宛 剣 空洞鴫罐 灘i『一一 一 一一___一

計

30 4111 45『
一 一一

結 核 陽性例 倣 26 49 39

結
核

結
節

数

會 厭 上皮下 54 09 63

眞聲帯
上皮下 23 45 32

粘液腺 2 OIO 2

モ氏賓
一_一 上皮下 24 07 31

假聲帯
上皮下 14 111 16

粘液腺 1 OlO 1

計 118 522 145

備考:會 厭、モ氏賓ニテハ精査セルモ粘液腺二

結節 ヲ壁見セズ。

第10表(荻 原二郎調)

調 査 基 礎 材 料

1剖 検酬 陥 核劇%
男 2045 877 42.89

女 1459 574 39.34

計 3504 1451 41.41十 〇.82

ラ得 タ リ。肺 二空洞 アルニ拘 ハ ラズ、頸部臓器

二結核 ナキモ ノハ線結核屍 ノ約20%二 相 當 シ
、

或 ハ肺 二室洞 アル縮 例数 ノ46・7%二 相 當 シ、

換言 ス レバ、逆 二、肺 二室洞 アリテ喉 頭等 二肉

眼的 二見得ル 結核 テ件 フモ ノハ53.3%二 過 ギ

ズ。若 シ喀疾 ニヨリテ容易 二自家接種 テ爲 スモ

ノナ ラバ、其 ノ喉頭罹患卒 ノ絵 リニ小 ナル ニ驚

カザルテ得 ズ。

肺空洞 ト頸部臓器結核 トノ關係

1● 「径＼遡 ・一・4卸卜25 26-5・i51以 上1計 階 難 勢

1男113 55 82 35 185121・09
肺二空洞アリテ
頸部臓器二結核
ナキモノ

女 10 40 41 12 103 17.94

計 23 95 123 47 288 19.85

男 21 126 182 47 376 42.9
肺二空洞アリシ

全例数 {女
22 117 88 14 241 41.99

計 43 243 270 61 617 42.52

肺空洞 ト同時二
喉頭結核アリシ
例

一
男 8 71 100 12 191 21.78

女 12 77 47 2 138 24.04

計 20 148 147 14 329 22.69

617:-288=1:0.467;329:288コ1:0.875
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第12表(荻 原 洲)

肺 二空洞ナクシテ頸部器官 二紹核 アル毛ノ

産醗響 1-14歳
15-25 26-50 51以 上 計

縞核屍線数
二封ス

ル96

男 19 21 8 2 50 5.70

女 11 21 8 1 41 7.14

計 30 42 16

0

3 91 6.27

備:91例中{霧麟 離1総 翼こ二翻

肺空洞 ト共二喉顕結核アリシ例敬329二 剴 ス'レ

91ノ 比 ハ1;0.28

次 二重要 ナルハ肺 二空洞 ナク シテ喉頭等 二結核

ア リシモ ノー…シテ、 之 テ第12表 二示 ス。 斯 ク

ノ如 キモ ノ、練結核屍 二封 シ約6.3%ナ リ。此

等 ハ剖検 塵上 ニモ、其 ノ含菌喀疲 ニ ヨル自家接

種 ガ考ヘ ラレザ リシガ如 キモ ノー シテ、更 二上

記、橋本、或 ハ下述、佐久間 ノ成績 ラ考 フル時

ハ血行性 上氣道結核 ガ實際 ニハ可 ナ リ多 キテ推

定 ス可 シ。但 シ第12表 二得 タル91例 テ精査 ス

レバ第13表 トナル、此 ノ中、食道結核 ト ア ル

ハ凡テ皆隣接臓器 ヨ リpercontinuitatem一

侵 シ來 リシモ ノー シテ特 二淋 巴腺結核 ヨリス。

猫立 セル食道結核2例 モ實 二、斯 ク ノ如 キモ ノ

第13表(荻 原 調)

肺 二空洞ナクシテ頸部臓器二結核アリシ

91例 ノ分類

喉頭結核26例

扁桃腺結核28

氣管結核8

喉頭及扁桃腺結核9

喉頭及氣管結核6

氣管及扁桃腺結核4

喉筑 舌、扁桃腺、咽頭及懸塞垂結核1

喉頭、食道、扁桃腺及咽頭結核1

喉頭、扁桃腺及咽頭結核2

咽頭、扁桃腺及食道結核1

舌及扁桃腺結核1

喉頭及咽頭結核2

食道結核2

計91

ナリ、故 一 卜述 ノ率 ハ91テ 以 テ スル ヨ リモ89

ヲ以 テ詫十算 スルフケjl三シ。

剖検録 ∴ ヨル続 計 ハ調査 者、特 二執 刀者 ノ主観

漏 ヨリ、肺病慶 ノ如 キハ記逃 ガー様 ナ ラザルハ

lLム ヲ得 ザル所 ナ リ。 故 一本宿題憺 常以來、余

ハ特=結 核屍 テ蒐集 シ、 ソ ノ100例 テ佐久 間正

一墜士 ガ 肉眼的 及 ピ組織學 的 二精 細 一調査 セ

リ。其 ノ肺空洞 トビ氣 道結核 トノ關係 ヲ見ル ニ

(第14及 ピ15表)、 肺空洞 ア リテ シカモ上氣道

二肉眼的結核 ナキハ 空洞例 ノ約牛敷(荻 原:

46.7%、 佐 久間:49.2%)ナ ル 襲、雨調査 ニ テ

ー致 ス
。肺 二空洞 ナ クシテ、上氣 道 二結核 アリ

シバ、結核線 屍 二封 シ荻原 ハ6.3%b佐 久 間 ハ

9%テ 得(第12及 ビ15表)、 即 チ略 ボ相 近 久

又特 二佐 久間 ノ材料 一テハ 無空洞35例 中、9

例 ニ ヒ氣道結核 テ謹 セル故、肺 二空洞 ナ ク トモ

約4分 ノ1張 ニハ上氣道結核 テ見 ルAeiシ。 更 二

佐久間 ノ主 トシテ研究 セル鏡 下所 見 ハ次項 二第

16表 トシテ合併 シテ翠 グ。

第14表(佐 久間調)

肺空洞 ト上氣道結核 トノ蘭係「其 ノー)

鷹1鞍 釧
149・2%

結核屍二封1
スル比%

第15表(佐 久間調)

肺空洞 ト上氣道結核 トノ關係(其 ノニ)

肺 二空洞
ナカ リシ

例藪

内
上氣道二
結核ア リ
シ例数

比

1

35 9 25.17%

萎鰻 勇封35 9

皿.舌 根 、 剖検 二際 シ、舌根部 二、又 ハ舌 ノ

何所 カニ肉眼的 二結核性潰瘍 テ褒見 スルハ、會

厭、聲 門部等 二既 二結核 ノ進行 セルモ ノニ殆 ン

ド限 リ、 臨躰 的 二稀 ナル ト相 一致 ス。 然 ルニ佐

久 間 ノ成績 ニハ實 二意外 ナル モ ノア リ。佐久間1
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ハ肉眼的 二病璽 ナ キ材料 ラ鏡検 シテ第16表 テ

得 タリ。 之 テ検 スルニ喉頭部(主 三會厭 、時 二

Plicaaryepiglottica)一 テ ハ顯 微鏡的結核 ノ有

無相 牛 バ シ(共 二25例)、 氣管 ニテハ租 ヒ少 シ。

此 ノ際 、注意 ス可 キハ、 螢現 頻度 ヨリモ寧 ロ組

織學 的所 見 一 シテ、既 二橋本 モ認 メタルガ如 ク、

深部 ノ粘液腺 内 二結 節 ラ形 成 スルモ ノア リ。或

ハ上皮及 ビ上皮 直下 ハ全然正常 ニ シテ深部 二初

期結節 テ認 ムル モ ノア リ。何 レモ自家接種 ニ ョ

ル生成 トハ考 ヘ ラレズ。

9第16表(佐 久間研究)結 核人屍中

肉眼的病墾ナク鏡下二腰見セル結核

鏡槍例鍛 鮨姦
結核結笛

蔽 リシ結鰍
骸 見

舌 根 部 56L31 25i138
喉頭部圭
二 會 厭 50 25 25

1

83

氣 制29 18 11 20

備 考:31=1:0.8

舌根 部 ニ テハ56例 中、實 二25例 二顯 微鏡的結

核 テ褒見 シ、其 ノ結核 ノ無 キモ ノ ト有 ルモ ノ・

比 ハ1:0.8ト ナ リ、 隠 レタル舌根結 核 ノ如何

二多 キカテ示 ス。然 シテ連績 切片 ニテ層畳 上皮

ハ何所 モ全 ク無暇疵 ナルー、 ソノ下 二到 ル所、

結節 ノ累 々タル テ認 ムル事、稀 ナ ラズ。此 レニ

殊 リ、 舌根結核 ハ断 ジテ自家接 種 トハ考 ヘ ラレ

第17表(坂 本研究中ノ成績)

ズ(尚 、 詳細 ハ 佐久間 ノ原著 トシテ 磯 表 ス可

シ)。

舌根部 ノ肉眼的結核 へ 其 ノ稀 ナル故 ラ以 テ、

今 日迄、 自家接種 ノ封稻 トシテ殆 ン ド記述 サ レ

ズ。然 カモ余 ガ之 二甚 グ重 キラ措 ク所 以 ハ、其

ノ大多撒 ハ先 ヅ淋 巴装 置 二結核 ガ始 マル事 茜 シ

テ、斯 ク舌根、或 ハ扁桃腺 ノ淋巴装 置二血行性

二結核 ラ生ズル ナラバ、腸管淋巴装置 ニモ何 故

二血行性 二生 ゼザルヤ テ甚 グ疑 フナ リ。

IV.腸 管 系。 甲、動物 實験 坂 本眞一郎學 士

ハ此 ノ研 究 二著手 セルモ、未 グ其 ノ途中 ニテ結

論 二達 セザ レ ドモ"■ 日迄63頭 ノ家 兎 一テ得 タ

ル成績 ヨリス レバ、少 ク トモ、乾酪竈乳剤 ノ静脈

内注射 ノミ、或 ・・其 ノ後 ノTuberkulinノ 腸 内

輪 入(第17表 ノV及 ピVI)ニ テ、肺 ヨリ未 グ含

菌喀疾 テ喀 出 セザル時期(例 ヘバVI實 験 列 ノ23

日 副 二既 二 腸壁 二結核結節 ノ生成 テ見、或 ハ

逆 二該乳剤 ノ浦化管 内注 入一テ95日 二到 ルモ

未 グ腸管壁 ニー ツ ノ眞正結核結節 テモ登見 セザ

ル ハ、腸管 内 ノ菌 ガ健全 ナル腸壁 二直 チニ結核

テ形成 シ能 ハザル カ、或 ハ其 ノ甚 ダ容易 ナ ラザ

ル テ充分 二推定 セ シム(第17表 ノV皿及 ビll)。

此 ノ理 ヨ リシテ坂本實験 ノ1、皿列等 二見 ラレシ

腸壁結節 モ肺病竈 ヨリ血行 ニ ヨリ形成 サ レ シモ

ノナ ラン事 テ思 ハ シメ、鏡下所 見モ概 ネ此 レニ

ー致 ス
。又消化管 内一 ノミ含菌材料 テ注入 シテ

腸結核生成二關スル動物實験

實
験
列

家
兎
数

1
第 一 實 験 間 隔

}

第 二 實 験 全 期 間
成 績(結 核陽性率)

小腸膿嘲 難 瞬 陣
1 10 乳剤 清化管注

日 日
93-158

「ツ」 液 静 注 日 日
159-248

0%
20.0

%
0!60・0%

1

20.0

%

π 4 「ツ」液漕化管注 87-139 乳鋼消化管注 177-229 0 0 0 P 0

皿 10
-

20

「ツ」 液 静 注 35-47 乳畑漕化管注 50-170 0 10.0 0 60.Op 10.0
一
IV 乳 剤 静 在 16-35 乳剤消化管注 19--166 5.0 30.0 15.0 100.0 70.0

V 3 乳 剤 静 注 24-32 「ッ」液消化管注 35-54 0 33.3 33.3[、 。。.。
1

100.0

VI 4 乳 鋼 静 注 1-23

一
25.0 25.0 0 50.0 50.0

VII 7
-

5

乳剤清化管注
一
1-95

一
0 0 OI P十 0

V皿
「ツ」液消化管注 2-69

一
0 0 oio P十

備考:乳 剤ハ圭二人屍乾酪竈ノ磨確濾過液、「ツ」液ノ・「ツベ,レクリソ」。静注ハ耳静脈内注入、消化管注 ・・

概 ネ注射器ニテ胃叉ハ小腸上部二注入。大腸二眞正結核結節ヲ見タルモノ1例 モナシ。「ツ」液二生

菌含有 ノ疑アリ。
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肺、脾 二結核 テ生 ジタル成績 ノ如 キハ、操作時

二腹腔 二漏 出 セル材料 ガ吸牧 サ レタルニ因 ル可

キへ 斯 カル例 ノ腸漿膜 面 ノ所 々 二結核結節 テ

謹 明 セルニ振 リ想像 サル。

家兎ニテ結核薗ガ渠 シテ賜管 二璽化 ヲ來サズヴテ、

静脹、 若 シクハ乳康管二吸牧サレ、 他臓器二紹核 ヲ

招來シ得ルヤニ就 テハ、 坂本 ノ實験ニテハ未 グ噺定

的 ノ結論二逮セザレドモ、 瀧化管内二含菌材料 ヲ荘

入セル例ニテハ未ダ腸問膜淋巴腺二結核 ヲ醗明シ得

ズ。 又坂本ハ腸管内輸入材料二毒力 ノ非常 二弧キ菌

ヲ含マバ、廻盲部淋巴襲置二結核結節ヲ生ジ得ルナ

ランカトイフ推察 ヲ待タリ。 此等ノ貼ハ爾ホ、氾窮

シテ精確ナル成績 ヲ坂本 ノ原著 トシテ螢表ス可 シ。

猫、橋本 ノ實験 二於 ケル ト同様 、 ヒ記乳剤(又

ハ菌俘游液〉テ描 入 スル爲 ノニ作 リシ損傷部 ニ

ハ、軍 ナル注射針 ノ刺 入 ト手術 トニ拘 ハ ラズ毎

常、結核性病憂 ラ形成 シ且 ツ菌 ラ染 出 スルニ反

シ、附近 ノ氣管又 ハ腸 ノ健康粘膜 二之 ラ見 ザル

ハ興 味 アル貼 ニ シテ
、確實 二生活力及 ピ毒性 ア

ル菌 ガ氣管乃至腸 内二輸 入サ レテモ、其 ノ腔壁

面 ヨリ結核 テ形成 セザル テ物語 ルモ ノナ リ。

乙、人屍材料観察。(い)日 常 ノ結核剖検 一 際

シ、余 ハ腸粘膜 面 二小粟粒大 ヨリ米粒 大 二達 ス

ル黄色又 ハ灰 白色小結 節 テ認 ムル事、厘 、ナ リ。

之 テ鏡下 二検 ス レバ、粘膜 筋層 ヨリモ深部 二占

位 セル結核結節 ニ シテ表面 ノ粘膜 ハ ヨク保 存 サ

ル。又針尖 ニモ比 ス可 キ小 ナル出血(又 ハ紅斑)

ア リテ僅 カニ粘膜 面二隆起 セルモ ノテ鏡 検 ス レ

パ必 ズヤ血管 テ侵 セル結核 ニ シテ或 ハ出血
、 時

二鰐 血 テ俘 フ。斯 ク ノ如 キ初期結節 ハ既 二潰瘍

テ形 成 セル例 ニテ、潰瘍 ヨ リ離 レタル部分 二見

ル事 、展 ≧ナ レ ドモ潰瘍 テ形成 セザル例 ニテモ

精査 ス レバ登見 二難 カ ラズ。此等 ガ血行性 ノモ

ノナル事 ハ誰 シモ承認 ス可 シ。.

次 二.潰 瘍 ハ主 トシテ淋 巴装置 二占居 スルモ ノ

ト然 ラザルモ ノトア リ。後者 ハ所謂輪状潰瘍叉

ハ圓形 潰瘍 ノ型 テナ シテ小腸 ノ比較 的上方 二散

在 スル ラ常 トスルニ封 シ、前者 ハ概 ネ廻腸 下端

二多 シ。

《ろ)佐 久間 ハ結核屍 ノ室廻腸 ヨリ直腸 二到 ル各

部 ニ テ、 肉眼的 轟ハ何等、結核竈 ア リ ト思 ハ レ

ザル部分、或 ハ上逮 ノ如 身微細結節、又 ハ鞍 裳

ノ交 叉謝～ノ如 キ黒占テ、或 ハ潤F通 ノ如 ク、或 ハ穿占

膜 面 二・1く行 二連績 切片 トナ シb弼 力繊維,細 菌

染 色等 テモ併 セ行 ヒ、 其 ノ結 果,肉 眼 ニテ見 エ

ヅ ル結核性病漿 ノ如何 二多キ カ、叉血管 二占位

シ或 ハ並且竹壁 二初 マ リシ結節 ノ甚 グ多キ ラ悶明

セ リ。

佐 久間 ノ成績 中、特 二注意 ス可 キハ、表面 ハ全

然、無暇疵 ナル廻 盲鍵(BauhinscheKlapPe》 ヲ・

鏡 下 二精査 シテ、其 ノ粘膜 下、 時 二深部 二結節

テ稀 ナ ラズ検 出 シ、然 力 し此 ノ結 節 ガ廻 腸腔 二

面 シタル方 ト限 ラズ、 盲腸面 ノ粘膜 下 ニモ屡 《

磯現 セル事 ナ リ(第18表)。

第18表(佐 久間研究♪

肉眼的二愛化ナクシテ鏡下二螢見セル結核結節

寵 ＼1槍 劇 擁 性例鵬 性鰍 結節倣
小 腸160;21 39 151

廻 盲 辮13710 隣 122一1
晶様突起15012327 62

大 腸15012512579

最近 、 甚 ダ興 味 ア ル例 ヲ観 察 セ リ(板 橋 陽助 、15歳6

ケ 月、Nr.23、1936).汁 粉 屋 ノ 出前 持 ニ シテ知 能 二

鋏 昭 ア リ。2、3年 前 ヨ リ時 々、 強 キ頭 痛 、 嘔 氣。 嘔

吐 ヲ 訴 ヘ タル が、 死 ノ2ケ 月 前 ヨ リ1日1同 ノ下痢

ア リ。 死 ノ前 夜、 劇 シ キ頭 痛 ヲ訴 へ 、 入 床 後、 数 同

嘔 吐、 就 眠 、 翌 朝、 死 亡 セ ル ヲ獲 見 サ レ、 屍 饅 槍案

ノ爲 メ解 剖 ノ結 果 、所 謂Hirnhypertrophie〈M19429,

生 前 ノ嘔 吐 ノ・此 ノ爲 メ ノ贋 屋 元 進 ニ ヨ ル)ト 極 メ テ高

度 ナ)v胸 腺淋 巴 饅 質(胸 腺 實 質469)ト ヲ見、 氣 管 側

部 、 同 分 岐 部 、 前縦 隔 賓 、 腸 間 膜 、 胃 及 ビ膵 周 園 、

肝 門 等 ノ淋 巴 腺 二或 ハ 強 キ 乾 酪 化 、 或 ハ粟 粒 結 核 ヲ

詮 明 シ、 右 氣 管枝 二沿 フ淋 巴 腺 二 陳 奮 石 灰 化 竃 ア リ。

精査 ノ結 果 、 之 レニ 相 態 シテ 右 肺 上 葉 ノ下 部 二 肉芽

組 織 二園 マ レシ 碗 豆 大 ノ原 登 竈 ア リ。 鏡 下 ニ ハ肺 、

肝 二僅 少 ノ粟 粒 結 節 ア リ(本 例 ノ實 兄 モ肺 虜 ニテ余 等

二剖 検 サ'レ)。

腸 ノ淋 巴装 置 ノ・非 常 二腫 脹 シ テ恰 力 モTyphusノ 第

一 期 ヲ想 ハ シ メ タ ル モ
、 鏡 下 ニ ハ 淋 巴饅 質 性 肥 大 ナ

ル ヲ示 シ タ リ。興 味 アJt・・《此 ノBauhinscheKlapPe

ト會 厭 トニ鏡 下 二 始 メ テ 結 核 ヲ謹 明 セ ル事 ニ ジテ、
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斯 クノ如キへ 再感染竈 ノ形成 ナクシテ血行性二蔓

延セリトロフ以外ニハ決 シテ覗明サレズ。

弦 二述 ベ タルハ梢1極 端 ナル1例 ナ レドモ、斯

ク ノ如 キハ余 ノ從來 ノ剖検 生活ニテハ決 シテ稀

有 ニ アラズ、又、佐久 間 ノ成績 ヨリ髪按 シテモ、

結核病 ノ初 期 二、

充分、病璽 テ惹起 セ シメ得 ル結核菌

ガ血行 二依 リ、如何 二頻繁 二腸壁 二

迭達 サル ・カテ立謹 シテ籐 リアリ。

(は)モ シ腸 結核 ガ喀疾 ニ ヨル自家接種 性 ノモ ノ

ナ ラベ、第一、含 菌喀庚 テ多量 二出 ス様、肺 ニ

ハ進行性、且 ツ廣汎 ナル結核竈 アリテ開放 性 ノ

モ ノ、 即 チ大禮 二大 ナル、或 ハ多歎 ノ空洞 アル

際、最 モ腸結核 テ來 シ易 スカルベ シ。 第二喉頭

部 ニモ、少 ク トモ、結核性潰瘍 アル可 ク、或 ハ

肺 ノ病竈 ノ如何 二關 セズ、喉頭結核 アリテ腸感

染 テ來 ス トモ強論 サ レ得 ベ シ。第三、特殊 ノ條

件(例 ヘバ潰瘍生成以前 ノ下痢 ノ如 キ、或 ハ其

ノ他)ナ クンバ、 自家接 種結核 ハ廻盲部、特 二

廻盲辮 ノ直 上二最初 二且 ツ最 モ展 竃進行 セル潰

瘍 テ形 成 シ、大腸結核 ガ小腸 ノソレヨリ早 ク且

ツ.進 行 セル事 ナカル可 シ。 此 ノ前提 へ 勿論、

科學 的考察 トシテハ不充分、不完 全 ナ レ ドモ、

理學 的拉 ピニ生理學的常識 ヨリハ最 モ考へ 易ス

キ所 ナ リ。

實際 二臨躰的 ニモ、剖検上 一モ腸結核 トシテハ

廻 盲部 二最 モ強 キモ ノガ屡 ヒ見 ラ レ、又剖検上、

肺、喉頭、腸 二同時 二結核瘍 テ検 スル事、稀 ナ

ラズ。然 レ ドモ、斯 クノ如 キ例 ニテハ概 ネ各臓

器 二既 二消耗性結核 モ進行 シ居 リ、此 ノ共 存 ノ

ミノ所見 ニ テ、喀疾 ニ ヨル自家接種 トナスハ、

甚 ダ非科學的 ナ リ。

上記 ノ三前提 二關 シ、余 ノ下 ニテ種 々 ノ統 計的

調査 テ試 ミタ リ。

佐久 間 ハ此等 ノ關係 テ既述 ノ材料 ニテ精査 シテ

第19表 テ得 タリ。 其 ノ例数 ハ梢 亙少 キモ、各

例 ノ關係 テ精査 セル故、其 ノ得 タル率 ハ大盟、

確實 ト見倣 シ得。例 ヘ バ肺 二室洞 アリテ腸 潰瘍

ナキモ ・,二 關 シ、 佐久間 ハ7.8%テ 、 荻原 ハ

1451桔 核 屍 ノ記録 ヨリ7,4%テ 得 タ リ。 此 ノ

比率 ノ小 ナル'ドガ叉、一兄 自家接種読 ノ根振 ト

ナ リ得 ル ガ如 キモ、此 ノ率 ノ け 以 テ全般 ラ律

ス可 カ ラザルハ自明 ナ リ。 余等 ノ考 三テハ腸結

核 モ早期 二肺病曜慶 二次 デlt【1行性 二磯生7・ルモ、

一定期 間、一種 ノ潜伏状態 ノ如 キ状況 二稽 留 ス

ル カ、特 二顯著 ナル臨沐症1吠 テ呈 セザルカ、或

ハ肺症状 二隠蔽 サル ・モ ノ多 久 更 二末期 二腸

病攣 ガ急激 二進行 スルモ ノ多 シ。斯 クノ如 キ推

定 二該 當 スル例 ニハ剖検壷 上 二厘 ㌃遭遇 ス。

第19表(佐 久間及 ビ荻原調)

4條 件下二於ケル腸結核壁現

(結核線屍二封スル比)

1佐燗 隊 原
a

纏;響 瀦 蕩騨 告i24%
13.0316

b
小腸 二結核畝如叉ハ僅

微ナルニ大腸潰瘍・・強大 8 4.2

C 肺二空洞無 ク、腸潰瘍
ノ・廣汎 17 20.61

d

肺二空洞ナク、上氣道
ニモ潰瘍ナクシテ腸結

核アリ

8 17.02

1

第19表 ヲ閲 スルニ肺 二室洞 ア リテ、喉頭 二潰瘍

等 ハ些 シモ認 メ ラレズ、 而 カモ腸潰瘍 アルモ ノ

ハ24%二 達 シ荻原 ノ13%二 比 シ甚 グ シキ高李

テ示 スハ、宿題澹 當以來(昭 和10年)ノ1年 間

二特 二結核屍 テ蒐集 セル故、全 身的 二進行 セル

結核 ガ多 カ リシニ因 ル。佐久 間調査 ノa,b,c

及 ピd二 基 ゲタルモノハ 何 レモ上述 ノ如 ク、

自家接種設 二反 スルモ ノナ リ.勿 論、腸 テ進 入

門戸 トナセル腸原 登結核 ハ凡 テノ例 ニテ否定 シ

得 タ リ。

荻原 ハ1451膿 ノ記録調査 ニテ第20-24表 ラ得

タ リ。第20表 ノA及 ピB(上 記 参 照)ニ テ 腸結

核 ノ大多撒 ハ15-50歳 二 剖 見 サル ・テ示 ス。

但 シ實際 ニハ15-一一25歳 ノ10年 間 二最高 ニ シテ

25-35歳 ノ10年 間 、之 二次 グ。即 チ大禮 二於 テ、

結核 ニ ヨル死 亡率 ノ最 高 ナル時期、或 ハ内山 ノ

活動性結核 ノ曲線 ニー致 ス。臨躰的 ニモ、春機

褒動前期 ヨリ肚年前期 二腸結核 ヲ多 ク見ルハ各



286 木村=」肉理解刑拳Pり 見タル縞核問題 【第14巻

第20表(荻 原 澗)

A肺 二空洞アリ、上氣道二潰瘍

ナクシテ腸結核アリシ例

径鮪塑
歳
1-14 15--25 26-50 51以 上 計

納核屍
倣二射ス
'レ%

男 9
}一 一 一

10

43 50 15 117 1:3.34

女 31 27 4 72 12.54

計 19 74 77 19 189 13.03
1

第20表

B結 核 屍綿、数1451中 、 腸1結核 ア リ ・ンモ ノ

旺 分
一 一

肺 空 洞
ア リジ

モ ノ

＼幹期

性 ＼＼

歳
1-14 15-25 26_5。151以 上1 計

3biガ男 17 113 147
一 一}一}』 一_

25

女 20 107 75 6
1

208
-

510計 37 220 222131

肺 空洞
ナ カ リ

シモ ノ

男 45 78 35112
1

170

女 、 30 65 28
1

61129

計75 143 63 181299

総 計1112 363 285 4918.9
1451二 封 ス7レ809ノ 比 ノ・55.75%

第21表(荻 原 調)

小 腸 二結 核 ナ 〃 シテ盲 腸 以 下 二結 核 潰 瘍 ア ル モ ノ
一

性齢期趣 鯉
歳

内、肺
空洞 計

結二核封

線ス
屍ル%有睡

10424.79

題 トシテハ全結核 患者 ノ8%ハ 小腸;先 グチテ

大腸縮核 テ來 スモ ノ ト考へ得。

勿論、小腸 二緒核 ナク大腸 二此 レア リ トシテモ,

自家接種説 乱テハ菌 ガ小腸壁 二附著 セ ス シテ.

吸 牧 力 ノ彊大 ナル大腸 二下 リ、其 ノ壁 ∴附著 ス

ル ・ヨル トナサ ン.然 ラバ家兎實験 ニテ含菌材

料 テ周又 ハ小腸 上部 二輪 入 セル際 吸牧 力 ノ最 モ

旺盛 ∴ シテ且 ツ、流動性 内容 ノ最 モ長 ク停滞 ス

ル盲腸、血様突起 二結核磯 生牽 ガ甚大 ナ ラヅル

可 カ ラザ ルニ實際 ニハ之 二反 ス。

叉冒頭 二提 示 セル疑問、他臓器 ノ結核症朕 ハ極

メテ値微 ニ シテ、結 核性肛 門癒 ヲ來 スガ如 キハ

鏡 下所 見 ヨ リシテモ、 將又病理學 的常識 ヨ リシ

テモ血行性 卜考 ヘザル可 カ ラズ。 此 ノ理 テ推 セ

バ、 同 ジク腸管 系 二屑 シ、解剖學 的 ニモ相類似

スル關係(後 述)乱 アル盲腸 、上行、下行結腸 ノ

結核 ラ血行性 トナ シ能 ハザル理 由 ハ成 立 セズ。

第22表(荻 原 調)

肺 二空洞ナクシテ肉眼 的腸結核アルモノ

男41221532

女09739

言†42128841

SOILgi3・31

206114.2

統 計 ノ示 ス所 ニ シテ.臨 躰家 へ 小見 ハ ヨク喀

疾 テ嚥 下 ス杯 ノ理 由ニテ、之 テ自家接種 トナス

モ、余 ハ之 二反 シテ此 ノ期 ノモ ノ・多 ク、及 ビ

少年期 ノ腸結核 コソ血行性 二生 ズ ト信 ズ。 此

ノ關係 ハ小腸 二結核 ナ クシテ盲腸 以下 二結核性

潰瘍 ノ強 キモ1モ 同檬 ニ シテ、同 ジ齢期 二最高

テ示 ス(第21表)。 余 ハ 佐久 間 ノ組織學的研究

ノ成績 二見 テ、 大腸結核 ノ大部分 ハ血行性 ノ

モ ノナル事 テ謹 シ得 ト信 ズ。第21表 二見 ル荻

原 ノ李 一比 シ、佐久間 ノ率(第19表b)ハ 甚 ダ

高 ク、2倍 二近 キハ、材料調査 上、小腸 ヨ リモ

大腸 二早 ク且 ツ強 キ結核 ア リシモ ノ、即 チ大腸

二先 ヅ結核 テ生 ジ.小 腸 ニハ死期 二近 ク嚢生 セ

ルモ ノラモb項 二算入 セル ニ因 ル。即 チ實際問

鎚叫
性M護

15
1
25

26

1
50

51

以
上

内、騨
病愛 ノ 禽1

計 纏ス

屍ル%
強 キ 溺 キ1
モ ノ{モ ノ1

}一

男 45
-

30
-

75

78 35 12
-

6
-

18

75

一
謝L堕
_L塑

1299

19.3

女
一

重
143

一
28

-

63計 } 錨
第20及 ピ22表 ニ テハ肺 二空洞 ナ ク シテ、 肉眼

的 二認 メ得 ル、 即 チ概 ネ潰瘍形成 二及 ベ ル腸結

核 ノ299例 ラ見 ル。 此 ノ際 ニモ 少年期 ヨ リ25

歳 迄 二 過牛数以上 ラ占 ム。 特 二前2表 ト異 ナ

リ、14歳 迄 ノ例薮 ガ26-50歳 迄 ノモ ノヨ リ大

ナルハ注 目ス可 キ黙 ニ シテ、余 ガ少年期 ノ腸結

核 ガ血行性 ナ リ ト上 二論述 セル根櫨 ノー ハ又此

ノ数値 ニモ存 ス。肺 二空洞 ナ クシテモ含菌疾 ラ

喀 出 ス可 キハ自明 ナル故、 此 ノ表 テ以 テ直 チニ

自家接種 テ否定 スル ハ甚 ダ シキ無 謀 ナ リ。然 レ

ドモ第22表 二示 ス 肺病慶 ノ弱 キモ ノ224例 ニ

テハ強力 ナル菌 ラ多量 二嚥 下 セ リ トハ考ヘ ラレ

ズ。即 チ少 ク トモ結核線屍 ノ15.43%、 或 ハ腸

結核纏屍809/27.69%ハ 血 行性 二腸結核 ガ成

立 スルテ的確 二立謹 スルモ ノ ト考 へ得。
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更 二肺 二空洞 モ ナク、又 上氣 道 ニモ肉眼的結核

ナ 久 即 チ含菌疾 ラ嚥 下 スル機 會 ノ最 モ少 カ リ

シモ ノラ索 メテ 第23表 テ得、 本表 ニテ荻原 ノ

得 タル17%ト 佐 久間 ノ得 タル8%(第19表d)

ノ差 ガ除 リーモ大 ナ ルガ如 キモ、佐久 間 ノ材料

ニハ腸結核 ヲ最 モ多数 二示 ス齢期 ノ剖検例 ガ少

数 ナ リシニ蹄 ス。本 表 二於 テ男女、叉各齢期 共、

大 腸=ガ軍掲 二侵 サル ・事 ハ小腸 ノソレヨ リモ遙

二少 キハー 見、第21表 二就 テ 考按 セル 結果 ト

矛 盾 スルカ ノ如 シ。 然 レ ドモ、此 レ調査票 ヨリ

選 出 セル材料 テ異 ニセル爲 メニ シテ、一面、此

レニ櫨 リテ、大 腸 ノ ミナ ラズ、 小腸 ニテモ血行

性 二結核 ガ生 成 スル ラ謹 ス。實際 二又、(い)一

述 ベ タル ガ如 キ微細結 節 ハ小腸 二多 シ。 肉眼 的

二大腸 ノ微細結 節 ハ褒 見 シ難 キ懸念 アル カ ノ如

キモ、少 シク注意 スレバ シカク困難 ナ ラズ。

第23表(荻 原 調)

結核性肺空洞及 ビ頸部臓器二結核性

潰瘍ナクシテ腸結核 ア'レモノ

性

別

＼ 齢＼ 期

部 ＼
位 ＼

1

1
14

歳

15
1
25
甲駿
5・1上

計

[

結 二
核i野
屍ス

数ル%

男

小 腸115128

杢 一旦 」LL三

16 4
-

1
-

5

63
-

6
-

80
-

149
-

28
-

12
-

58
-

98
-

247

小及大腸19-_一

_童 一_L互

一 一 一
2一

一
〇!

41
-

71
-

17
-

7
-・

27
-

51

15
-

33
-

5
-

3
-

22
-

55

一
10
-

2
-

2
-

1

5
-

15

16.99
ニー_=====昌一

女

小 腸i4

大 腸1

小及大腸16 14i-一一 一 一
計20 17.07

男 女 計 i冨1匝i 17.02

第24表(荻 」原 鋤)

幽悌突起 ト大小腸 トノ結核罹患關係

稲 患 部 位

轟標突起+小 腸+大 腸'

轟糠突起+小 腸丈ケ

幽櫨突起+大 腸丈ケ

_剃 墓突起 ノミ

一 ヨ81

例 鍛 計
←'26
1

36i255

8

《に)最 後 二轟檬突起 ノ關係 テ調査 スル ニ(第24

表)、大 小腸 ト共 二侵 サル ・事、最 モ多 シ。此 レ

廻 盲部、特 二盲腸 ノ侵 サル ・際 ニハ淋巴道 ニ ヨ

リテモ蔓 延 ス可 キ故、其 ノ頻度 ノ大 ナルハ當然

ナ リ。其 ノ血様突起 ノ ミ侵 サ レ シ8例(結 核納

屍 二封 シ0.55%、 腸 結核 全盟 二封 シ約1%)ハ

如 何 一シテモ菌 ノ嚥下 ニ ヨルモ ノトハ考ヘ ラレ

ズ。血行性 ノモ ノナル事 ハ自家接種設者 ト難 モ

認容 セザル能 ハザ ラン。臨抹的 ニハ斯 カル軍掲

ナル結核 性贔様突起 炎 ハ又眞正轟様突起 炎 ト鑑

別 ガ難 カル可 ク、剖検例 中 ニモ、 生前、斯 カル

誤認 ラサ レシモ ノア リ。

更 二佐久間 ノ鏡 下検索 ニテハ(第18表 》、50例 中

結核 テ登 見 セザ ルモ ノ23例 二封 シ、 結核 アリ

シモ ノハ27例 ….及ピ、即 チ有無 ノ比 ハ1:1.17

或 ハ検索例 ノ5%二 、鏡下 二始 メテ結核 ラ登見

セル ナ リ。然 シテ概 ネ轟様突起 ノ尖端部 二之 テ

検 出セルモ ノナル故、淋巴道 ヲ介 セル ヨリモ、

血行 ニヨルモ ノ遙 カニ多 シト考 ヘ ラル.

此 ノ佐久間 ノ成績、或 ハ上記8例 ノ如 キモ ノヨ

リ推論 スル時 へ 贔様突起 ガ廻 腸、盲腸 ト共 二

結核 二侵 サ レ居 ルモ ノ・中 ニモ血行性 ニ ヨル モ

ノ相 當撒 二達 ス可 ク、又 此 ノ3部 分 二達 スル動

脈 分枝 二、 貧弱 ナガ ラ所謂 弓状系(Arkaden-

system)ノ 吻 合 ガ有 リ得 ル故、 斯 カル分枝 二蓮

バ レシ菌 ハ、廻腸 下端、或 ハ盲腸 二達 スル ト共

二鐘様突起 ニモ達 スルモ ノアルベ シ。以上 ノ論

殊 ヨ リ、血行性癌様突起結核 モ決 シテ稀 ナ ラサ

ル可 キテ推定 セ シム。

考案及ビ綜括

各 方面 ヨリ研究 サ レタル成績 ニ ヨレバ、今 日、

結核患者 二菌血症 ノ成立 ス ル 事 ハ設述 テ 要 セ

ズ。唯 ダ病期、病型 二就 テ學者 ガ見解 テ異 ニ シ、

又検 出サル ・菌 ノ数量 二差 ア リ。此 レニ關 シ熊

谷教授等 ノ精細 ナル検査成績 ノ登表アリ。又吾

ガ教室ニテ笹田 ノ研究 ニテハ、結核人屍 ニテ、

結核性磯軟膜炎ハ勿論、他 ノ弧在結節モナク、

鏡検上一モ何等、結核性病漿 ナキ磯 ノ磯室液中
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二.少 ク トモ家 兎二結核 性病痩 ラ葱起 セ シメ得

ルニ足 ル有毒菌 ノ存在 テ確 實 二謹 明 セ リ.

又 、現今 ノ臨休的及 ピ特 二病 理組織墨 的見知 ヨ

リス レバ、所綱 栗粒結核 ナル モ ノハ菌 ガ血行 ニ

ヨリ各臓 器 二到達 シテモ即時 二形成 サル ・モ ノ

ー アラズ。 一一定1明間 ノ後 、始 メテ磯現X。 此 ノ

鮎 ハ菌 血症 ガ必ズ シモ、毎常粟粒結核 テ作 ハザ

ル事、或 ハ笹mノ 成績a兄 テモ明白 ナ リ。結核

菌 ガ血行 一 ヨリ全身 二蔓延 セル際 、防禦 及 ピ捕

獲 作用 ノ弧大 ナル内被細胞、就 中、網 状織 系統

トノ間 二種 々 ノ坐物學 的關係 テ招來 ス可 シ。或

ハ粟粒結節形成前、菌 ガ此 ノretikuloendothe-

1ialeZellenニ ー 定期 間潜 伏 ストナ ス(Huebsch-

mannu.a.》 。 或 ・・斯 ク血行 ニ ヨリ蔓 延 シ テ

disseminiertegrossknotigeOrgantuberku-

loseテ 形 成 スル事 モー般 二認 メ ラル。

剖検生活 中、余 ハ特殊 ナル結 核型 二屋 篭遭遇 セ

リ。其 ノ中一一;・ハ或 ハh5mophile,vaskulogene

Tuberkuloseト モ名 ヅケ得 ベ キモ ノア リテ、好

ミテ血管 テ侵 シ出血 ラ伴 ヒ、從 ツテ又、當然、

血行性蔓延 ノ張 カ リシ跡 ラ全身 二謹 ス。鬼川 博

士 ハ斯 ク ノ如 キモ ノ ・極端 ナル例 テ駿 表 セ リ。

即 チ、粘液 性連鎖状球 菌 ニ ヨル中耳炎 ニテ入院

加療 中、生前何等 ノ結核症状 テ呈 セズ シテ2同

ノ大喀血 ニテ死亡 シ、剖検毫 上ニハ喀 血原因 サ

へ不 明ナ リ シガ鏡 下 二精検 シテ、肺 内 ノー氣管

枝壁 ノ結核性潰瘍 ガ急速 二 隣 接 ノ動 脈壁 二侵

入、之 テ穿破 セ シテ識 リタルモ ノニ シテ、肺 ハ

勿論、他 ノ種 々 ノ臓器 ノ結核 ガ線 テ血管 テ強 ク

侵 シ居 リタ リ。

余 ガ昨年(1935)日 本 病理學 會 二珍稀 ナル大動脈

病髪 トシテ示読 セル中 ノ1例(生 後125日 、 男、

鹿野、Nr.230、1934)ニ テ モ脾 内ニテ結核 ガ静

脈 壁 テ穿破 シ、心筋、特 二刺戟傳導系 二大 小 ノ

肉芽竈 テ形成 シ、心 内膜 ヨリ、大動脈 、雨腸骨

動脈迄 ニモIntimatuberke1ガ 多 藪 二顯 著 二見

ラレ、勿論、全身 ノ粟粒結核 ラ見 タリ。

更 二余等 ハ結核屍 ニ テ拶膜炎 モ弧在結節 モナキ

脳 二大小種 々ナル出 血或 ハ軟化 テ登見 シ、稀 二

ハ非常 轟廣汎 ナル壊 死(isch邑mischeNekro8e,

z.B.長 谷 部 霊らよb9歳4ケ 月bNr。110。

1935)テ 見 ル事 ア リ。 注意 ス可 キハ、其 ノ多 ク

ハHim8tamm又 ハ其 ノ周固 二生 ズル モ ノPt・)シ

テ、時 二生前 二出血又 ハ軟化 ノ臨躰症 歌 ラ呈 ス

ルISア リ、剖検豪 上ニハ普通 ノ出血又 ハ軟化 ト異

ナ ♪ザル ガ如 キモ、鏡検 ス レバ病竈 ノ何所 カニ

必 ズ典型的 ナ ル特殊 肉芽組織 ノ褒 育 テ誼 シ、 血

管 卜密接 ナル關係 アル ラ示 ス。勿論、大謄皮質

ニモ搬來 ス。1壬ガ教 室 ニテ高橋濟二 博士 ハ1929

年 末 迄 ノ剖検例 中 ヨ リ、 上述 ノ如 キモ ノ ・中.

實 際 一:・興 味 アル モ ノテ約20例 近 ク抜鎌 セ リ。

斯 ク出血或 ハ軟化 ヲ來 ス例 ハ決 シテ、 シカク稀

有 ニ アラズ、胎軟膜 炎或 ハ購弧在結節 ト同様.

血 行 二 因 リ生成 セルハ 議 論 ノ除地 ナ キ所 ニ シ

テ、舷 ニハ特 二血行乃至循環系統 ト特殊 ノ開係

テ明示 セルモ ノトシテ暴 グ。

上 二種 々引用 セル例 ノ如 ク極端、 且ツ顯著 ナ ラ

ズ トモ、結核屍 ノ各臓器 テ良 ク鏡検 ス レパ、血

管 テ好 こテ侵 ス結核 ニハ 日常、少 カ ラズ遭遇 ス。

斯 ク血管及 ピ血液 テ好 ム結核 ハ菌株 ノ如何 ニモ

櫨 ル可 キモ、余 ノ経験 ニテハ侵 サル ・人 間 ノ艘

質 ガヨ リ大 ナル關係 ラ有 ス。

以 上、菌血症以下 二設述 セル所 ニヨ リ、結核菌

ガ血行 ニ ヨリ、全身 ノ各臓器 二如何 二屡 ㍉ 從 ヴ

テ多数、到達 スル カテ識 ル可 クこ ソ ノ或 モ,ハ

間 モナク結節 ラ形成 シ、或 ハ・一定期間潜 伏(繁

殖)シ テ病攣 テ惹起 シ、或 ハ臓器 ニ ヨリテハ最

後迄、病慶 テ招來 セザル モ ノア ラン.例 ヘバ骨

酪筋 、末梢静経 ハ附近 ノ結核竈 ヨリ連績 的 二侵

サ・ル ・事 ハアル モ、血行 性結核 ハ稀 有或 ハ殆 ン

ド絶無 トモ考 ヘ ラル。此 レハ菌 ガ到達 セザルニ

ア ラズ シテ、菌 ト組織 トノ間 ノ親和力 ナキ事.

或 ハ菌 テ捕獲振取 スル細胞 ノ訣如 スル事、血液

循環 ノ關係、特 二静脈血 ガ迅速 二流 出スル事、

或 ハ動脈 血 ノ注 入 ノ比較 的少 キ 事等 ニ ヨルペ

シ 。

膿 内ノ各種 ノ腔壁二占居セズ シテ深部 二存スル

淋巴装置 ノ結核 ガ淋巴流ニヨルカ或ハ血行ニヨ
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ルハ論 テ侯 タズ。故 二血行 ニ ヨ リ、扁桃腺、舌

根 ノBalgdrifsen,上 氣 道及 ピ腸管系 ノ淋巴装

置 ニテモ血行 二依 ツテ來 リ シ菌 ガ病 壁 テ惹起 ナ

シ得 ザル理 ナ シ。

肺 空洞壁 ト其 ノ周園 ト→組織學的 二検索 シテ空

洞面 二遙 一 ヨリ多 クノ結核菌 テ検出 シタリ ト

ケ、必 ズ シモ喀疾 ニ ョリ多 クノ菌 ガ含 マル ・ト

ハ限 ラズ。 組織液 内 一テ繁殖 セル強 力ナル菌 ハ

淋 巴流 ニ ヨリテ直 チニ搬 去 サル可 ク、一度、淋

巴流 二入 リシモ ノハ早晩 、血流 二入ル可 キハ自

明 ナ リ。

結核菌 ガ血行 ニ ヨリ種 々 ノ臓 器 二達 シ、病壁 ラ

惹起 シ得 ルハ病理學 ノ常識 ニ シテ、1眩 二之 ラ喋

々スルハ洵 二至愚 ノ極 ナ リ。 余 ・・唯 ダRanke

ノ謂 フintrakanalikul且reAusbreitungenノ

中 、 肺 ヨリ血行 ニヨ リ遠隔地 二達 スルモ ノガ

決 シテ少 カ ラザル テ、臨抹上 ノ蓼考 トナ リ得 ベ

キ實例 、余 ノ経 験等 テ基 ゲテ、設述 セル ノミ。

猫 、余 ノ多年 ノ剖検経験 ヨリス レバ、軍 二個 々

二分離 セル結核菌 バ ナ ラズ、菌 ノ群籏(Bazil-

lenkonglomerat)、 或 ハ破潰作 用(ulzerierende,

zerfallendeProzesse)ノ 彊 キ病竈 ヨリ・・菌 テ澹

ヘル組織 ノ微 細片 ガ血行 ニ ヨリ他所 二蓮搬 サ レ

血管栓 塞、從 ッテ出血又 ハ軟化(上 記磯病髪参

照)テ 來 セルモ ノ ト設 明 セザル可 カ ラザ ル所 見

二遭遇 スル事、決 シテ稀 ナ ラズ。又斯 カル事 ハ

腫瘍 ノ轄 移、胎盤絨 毛上皮叉 ハ骨髄 亘態細胞 ノ

栓塞、脂肪栓塞 等 ヨリ考ヘ テ決 シテ不可能 ノ事

ニ ア フ ス
。

一般 ニハ血行性結核
、特 二粟粒結 節ハ血管、就

中、毛細血管 ノ豊 富 ニ シテ且 ツ其 ノ吻合 ノ旺盛

ナル部 分 二生 ジ易 ス シ トサル。是 レ洵 二當然 ノ

事 ナ リ。但 シ此 レ ノ～一テ好褒條件 ハ充分 ナル

可 キカ。余 ハ些 力theoretischナ レ ドモ、動脈

血 ノ流 注ハ豊 富 ナ レ ドモ、静脈 血 ノ流 去 ガ比較

的不充分 ナル部 分 二、換 言 ス レバ、毛細血管 内

ニテ血 流 ノ緩 慢 ナル箇所 、從 ツテ血 中 ノ菌 ガ内

被細 胞、或 ハ網 状織 系細胞 二捕獲 サ レ易 スキ臓

器 、組織 二好登 ス可 キガ當然 ナ リ ト思惟 ス。然

第2圖

血 管 内色 棄 注 入 ニ ヨ リ、 自然 位 二於 ケ ル、 廻 、

大 腸 血 管 、 轟 標 突 起 血 管 等 ヲ示 ス。 本 例 ノ・分 枝

ノ状 況 ガ精 ζ異 型 ナ レ ドモ、 廻 盲 部 二吻 合 ノ少

キ事 、 贔 檬 突 起 静 脈 ガ、 他 ノ血 管 枝 、 特 二動 脈

枝 二歴 迫 サ ル が如 キ状 態(他 ノ分 枝 ノ下 ヲ廻 リ

テ 走 ル状 態)等 ハ決 シテ稀 ナ ラズ 見 ラ,レ・モ ノ

ナ リ(卒 文 男、Nr.48、1929、 生 後11日)

シテ斯 ク ノ如 キハ如何 ナル臓器、如何 ナル盟位

ナル可 キカ。吾人 ハ生理學 及 ピ病理學 島テ、骨

酪 筋 ノ生理的攣縮 ハ静脈 血 ノ環流 二甚大 ナル寄

與 テナステ識 ル。 同 ジ理 ニ テ自由 二運動 シ得 ル

臓 器、或 ハ蠕動 ノ充分 二行 ハル ・部分 ニテハ静

脈 血 ガ ヨク流 レ去 ルベ シ。此 レ滴反 シテ骨、軟

骨等 ノ廣 キ面 ノ上 二固著 シタル組織 ニテハ、血

液 ノ流 去ハ迅速 ナラザル可 シ。

然 シテ、扁桃腺、會厭 ノ雨面、氣 管粘膜 二斯 ク

ノ如 キテ見、又腹膜後方 二存在 シテ固定 サ レ居

ル腸廻 盲部、上行及 ピ下行結腸、直腸等 ニ テ・・

他 ノ腸部 ヨ リモ静脈血 ノ流去 ガ悪 シキ理 ナ リ。

更 二余 ガ佐藤義房 博士 ト共 一、血管 内色素注 入

一 ヨリテ研究 セ ル 所 ニテハ 廻盲部 テ榮養 スル

Vasaileocolica,ソ レ ヨリ出 ヅルRamuscolicus,

Ramusiliacus,VasaapPendiculariaガ 他 ノ

臓器 二於 ケル トハ走行 テ異 一 シ(第2圖 蓼 照)、

又Arkaden(弓 状 吻合)ガ 腸 ノ他部程、豊富 ナ

ラズ、從 ッテ静脈 血 ノ流 去 モ腸 ノ他部 ノ如 ク迅

速 ナ ラザル可 シ。

冒頭 ヨリ述 ベタル所 テ綜括 スルニ、咽喉頭、 上

氣道及 ピ腸 ノ結核生成 二關 シ、大 多撒 ノ醤學 者

ハ其 ノ血行性 テ 勿論、全面的 二拒否 セザ レド
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モ、一般 ニハ喀疾 ニ ヨル自家接種 轟重キラ置 キ、

之 テ常識的 二信 ジ、 又教義的 ∴之 ラ重要 トシア

記載、 口述 ス。然 レ ドモ、余 ノ見解 一一ハ此 レ ト

可 ナリ大 ナル懸隔 アリ。

第一、 杉山 ガ醗明 シ、叉断 乎 トシテ信 ゼルガ如

久 扁桃 腺結核 ノ大 多数例 ハ1血行 ニ ヨリ テ生 ズ

ル モ ノト号フ可 ク、唯 グ表面 ノ上皮 ∴鋏 禍,病

璽等 ノアル際 二含菌喀媛 ガ粘 薯 ヒバ自家接種 ヲ

招 襲 シ得 ル事、恰 カモ皮 膚 ∴於 ケル ト同様 ナル

可 シ。

第二、同 ジ關係 が舌根、特 二其 ノ淋 巴装 置 二就

テ断定 サル。

第三、動 物實験 ノ成績 ラ経 トシ、1:記 人屍 二於

ケル統 計的、組織學的研究成績、拉 ピニ余 ノ從

來 ノ肉眼的、鏡検的縄験 テ緯 トシテ綜括 、考察

ス レバ.余 ハ人間 二於 ケル上氣道、特 二會厭.

聲 門部 等 ノ結核 ノ少 ク トモ牛数例 以 上一テ、其

ノ血行性 二生 ジタルモ ノナル事 ガ謹明 サ レ得 ト

確 信 ス。臨沐家 ニテモK.Menzelノ 如 キハ昨

年、喉頭結核中、血行性 ノモ ノニ就 キ、之 テ急

性、亜急性、慢性型 二別 チテ論 ジ、其 ノ臨躰 的

事項、其 ノ他 テ論述 セ リ(Beitr5gezurKlinik

derTuberkulose,Bd.85,H.4,1935)。

第 四、人屍剖検 ニテハ腸結核 ハ既 二臨林 的 ニモ

明 白ナル ガ如 ク、廻盲部 ラ侵 ス事、慨 ネ最 モ早

ク、最 モ強 ク又最 モ厘 ㌃ナ リ。即 チ廻 盲辮 ノ直

上 二多 シ。腸 内容 ガ此 ノ部迄 、流動艦 ニテ且 ツ

同辮 ニテ逆 流 ガ阻 止サル ・故、嚥 下 サ レタル菌

モ亦此慮迄流 レ來 リ、腸壁 ノ吸牧 力 ニ ヨリ又菌

自身 ノ重 力 ニテ沈著 シ粘膜 二附著 スルモ ノ トス

レバ如何 ニモ自家接種 ガ考 ヘ ラレ易 ス ク、坂本

ノ動物實験 一テモ 亦斯 ノ部 ノ淋 巴装 置 二最 モ

屡t結 節 テ褒 見セ リn

然 レ ドモ、剖検 皇上 二多数 ノ結核屍 テ仔細 二観

察 ス レバ廻 盲部 二次 デ上行 及 ピ下行結腸(雨 屈

曲部 テ含 ム)二 展z一 シテ横行及 ピS字 状結腸

二少 ク寧 ロ此等 ヨリモ直腸 二多 キ事垣歓 ナ リ。

上 述 ノ如 ク此等 ノ部 ハ腹膜後 方二固著 サル ・ノ

ミナ ラズ。廻 盲部 ニハ血管分枝、走行等 ノ關係

ア リ。但 シ病慶 ノ非常 昌准行 セル モ ノ品テハ全

腸管 ラ、或 ハ小腸全髄 昌亙 リ、或 ハ大腸 ノ全部

ラ侵触 セルモ ノアル事勿論 ナ リ。

血行 ニ ヨ リ腸壁 ニー度 ピ1鈷核結節 ラ形成 シ、次

デ淋 巴流 二從 ヒ後 方 ノ淋巴腺並 ビニ淋 巴道 ノ結

核 テ招來 λ レパ、淋 巴流 ノ阻 止 あヨ リ、其 ノ鯵

滞或 ハ側枝廻 流;從 ヒテ菌 モ亦、腸壁94三 面的

二蔓延 シ以 ア漸次廣 キ潰傷 ラ形 成 シ,途 ニハ腸

結核瘍 トナルベ シ。一度 潰瘍 トナ リシ部 二含菌

喀艇 ガ粘著 シ、叉 ハ上方 ノ潰瘍 面 ヨリ.流 レ來

リ シ結核菌 ガ附著 ス レバ、 ソ ノ病勢 ヲ檜 悪 セ シ

メ得 ベ キ事 ハ余 ト難 モ充 分、 之 ラ認 ム。

以上 ノ説述 テ念慮 シ、上述 ノ各種 ノ研究 成績 テ

綜 合 シテ、余 ハ人間腸結核 ノ約3分 ノ1以 上 ハ

形 態學 的 二其 ノ血行性成立 ラ謹 明 シ得 ルモ ノ ト

固 ク信 ズ。

上述 ノ諸臓器 ニテー般 二自家接種 ノ ミガ彊調 サ

レ、血行性 生成 ガ読 カレザルハ、惟 フー、結核

剖検 テ誰 シモ好 マズ シテ、鏡検 テ怠 リ、或 ハ病

慶 ノ熾 烈 ナル 部分 ノミテ僅 二 鏡下 一 検索 スル

故、初期 ノ血行性結 節 二遭遇 スル機會 ノ少 キニ

蹄 ス可 キナ ラン。 剖検上、如何 ナル所 見 テ呈 ス

ルモ ノガ血行性 トシテ謹明 サ レ得 ル ヤニ就 テハ

ー定 ノ腹案 アレ ドモ
、他 日 ノ詳 細 ナル蛋 表 テ期

ス。但 シ大艦 ハ、上 二論述 セル所 ニテ明白 ナ リ
。

本編 二暴 ゲタル余 ノ所論 二封 シ各 方面 ヨ リ種 々

ノ批難。反駁 ノアリ得ベ キ事 ハ余 ノ覧悟 セル所

ナ リ。叉、立論 二際 シテ當然、引用 ス可 キ諸事

項(例 ヘ バ分泌液及 ピ組織液 ノ流動方向、吸牧

機能、淋 巴流、特 二淋 巴管 ノ吻 合状 況等)モ 弦 ニ

ハ省略 セ リ。余 ノ所論 ハ、從 來、吾 ガ教室 ニテ

研究 セル成績、特 二 余 ガ26年 除 ノ剖検 生活 ヨ

リ得 タル縄験 ガ何 時 トハナ シニ磯 裏 二滲 ミ込 こ

テ形成 サ レシー種 ノ宗教様信 念 ナ リ.宿 題憺當

以來、各種 ノ實験、人屍 二於 ケル種 々ナル検索

テ行 ヒシバ、斯 ノ信念 二過誤 ア リャテ検 討 セ ン

爲 メニ シテ、其 ノ結果 ハ大禮 二於 テ、余 ノ信念

テ補彊 セ リ。

稿 テ終 ル ニ常 リ、結核 問題 二關 シテハ會長、熊
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谷 教 授及 ピ其 ノ門下 ト余及 ピ余 ノ同人 トノ間 ニ

ハ 日常、意見 ラ異 轟スル事、珍 シカラザル^ 、

余 二此 ノ宿題 報告 テ澹當 セ シメラ レタル事 ラ光

榮 トスル ト共 二感謝 シ、又吾 ガ病理學教室 ノ全

員 ガ過去、特 二此 ノ1年 間、多忙 中 ラ剖検 二組

織學的検索 二多大 ノ助 力ラ借 シ千 レザ リシラ深

謝 スル ト共 二甚 グ嬉 シク思 フ。猫、余 ノ信念 島

誤 リアラバ吾 ガ同人 ヨリ出 デテ之 ヲ指摘、改訂

サ レ ン事 テ貨 フ。

昭和11.4.4.夜3更 股幅

文 獄

所論ノ性質 ヨリ、余力●親 シク■係 シ.或 ハ陪観 シ

得タルモノノミヲ暴 グ(年代順)。

1)木 村 男也,東 北地方二於ケル結核性疾患ニ関

シ2,3ノ 続計的觀察其他.結 核豫防講演筆記.仙

窒結核豫防會(大 正7年11月16日發 會式講演録).

2)日 下仁,結 核性子宮内膜炎.東 北醫學雑誌第

3巻卷3冊.大 正7年12月.3)木 村男也,東

北地方ニ於ケル 結核性疾患.結 核雑誌第2卷 第1

號.大 正8年6月.4)木 村 男也,結 核性子宮

内膜炎.結 核雑誌第2卷.第2號.大 正8年7月.

5)内 山泰,剖檢 材料ヨリ見タル結核性疾患.東

北醫學雑誌第11巻冊3-5冊.昭 和3年9月.

6)藤 原 一郎,「 ツベル クリン」ノ家兎肺ニ及ボ ス

作用.日 本病理學會會誌第19年 昭和4年.1929.

7)高橋淸二,中睡 神經結核ノ研究.東 北醫學雑

誌.第13卷.第5冊.昭 和6年1月.8)Takahashi,

Seiji, Studien  fiber Meningitis tuberculosa beim 
Menschen. Mitteilungen  fiber  allg. Path. u. path.

Anatomie,Bd.7,H.3,1932.9)佐 藤義 房,

轟 糠 突 起 静脈 内 淋 巴球 充墳ニ 就 テ.東 北醫 學 雑 誌

第15卷.第4冊.昭 和8年2月.10)鬼 川 光,

稀 有 ナル 喀 血 死2例.東 北醫 學 雑誌 第16卷.病 理

特 輯 號第 一.昭 和8年12月.11)笹 田衛,結

核 屍 ノ鵬 側 室 液 ノ結 核 菌 感染ニ 關 ス ル動物 實驗.

東北醫 學 雑 誌.第18卷.第2冊.昭 和10年5月.

12)萱 場 次朗,實驗 的肺結核ニ 劉スル〓痰 剤ノ

影響.東 北醫學.雑誌.第18卷 第2冊.昭 和10年5

月.13)萱 場 次朗,實驗 的肺結核ニ對 スル紫外

線.赤 外線ノ影響.東 北醫學雑誌 第18卷 第2冊.

昭和10年5月.14)障 内朽索,剖檢 材料 二標

ル胸膜炎 ノ統計的觀察.東 北醫學雑誌.第18卷

第3冊.昭 和10年7月.15)木 村男也,珍稀 ナ

ル大動脈病變2例 ノ標本示説.日 本病理學會會誌.

第25卷.昭 和10年(1935).16)木 村男也,小

病理線論下卷.炎 衝論.昭 和11年(印 刷中.金 原商

店).

第8表(橋 本照治實験、家兎136頭)

結 核 結 節 登 現 率

成顯 位}第 一 責 験i第 二 實 験len$

1 ._i氣 管 切 開 ・ 「ソ ペ,レク リ ソ」塗 布1乾 酪 竈 乳 剤 耳 静 内 注入11・75%

一一一1麟 瀦 聯
注入 氣齢 「ツペルクリ麟 蠕

4菌 水耳静脹内注入1.33

5乾 酪竃乳剤耳静脹内注入 氣管切開、菌水塗布1.21

6i菌 水耳静脹内注入 氣管切開、菌水塗布,1.06
へ 　
71氣 管切開、乾酪竈乳剤塗布 菌水耳静脹内注入:1.00　 　

_8陣 鯉 量開 ・ 「ツ'〈)レP')ン 」塗 布 菌 水 耳鰍 内 注入,1・oo

飼 購 謂騨 勤騰 塗布離 馨灘 灸 膿

}1一器 欝 醤灘 内注入 醤驚 厳謙 クリ櫛il…1;
、3「 縮 切開、乾醐 卿 獅:。.33

毛 一鷹 籍{講 鑛 塗布 欄 鳳「ツベ_櫛,1




